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１ 実験の背景・目的 

本市では、民間の公共交通を補完し、市民の移動手段を確保することを目的に、

現在、久喜地区で市内循環バスを、菖蒲地区及び栗橋･鷲宮地区でデマンド交通

（くきまる）を運行している。 

デマンド交通（くきまる）は、乗合乗車方式であるため、目的地まで時間がか

かる、利用したい時間の予約が取りづらいなどのご意見が寄せられていた。 

また、高齢者のみの世帯や高齢者の一人暮らしなどが増えていることから、久

喜地区でも通院や買い物などの移動手段の確保が求められていた。 

 そうした中、市では、久喜市内の公共交通を総合的に検討することを目的に、

平成３０年１月１５日から平成３１年１月３１日までを実施期間（※第 1 期）

として、デマンド交通を運行していなかった久喜地区において、乗り合い方式で

はなく、タクシー車両を利用し単独乗車方式とした、デマンドタクシー実証実験

を実施することとした。 

実験開始後の平成３０年８月には利用者等やデマンドタクシー運行事業者へ

のアンケート調査を実施した。利用状況などの各種データについては継続的に

収集を継続し、これらを基に同実験の検証を行ったところ、利用者の不満や事業

者の負担などいくつかの課題が明らかになった。 

また、検証時までにおける利用者数が少なかったこともあり、デマンドタクシ

ーの運行内容が有効であるかを分析するには、データとして不充分な状況であ

ると判断したことから、久喜市デマンドタクシー実証実験事業の見直し案を、久

喜市地域公共交通会議に提案し協議をしていただいた。 

その結果として、市では、運行内容を一部見直し、令和２年３月３１日までを

期間（※第 2 期）として、実証実験を継続することとした。 

見直し内容としては、①事前の予約制度から利用直前の申し込み制度へ、電話

受付方法の変更、②運行時間の変更、③デマンドタクシーとして運行する車両を

固定式から非固定式とし、併せて車両に表示するステッカーを廃止、などを実施

したものである。 

当報告書は、運行内容の一部見直し後のデータも含めて、実験開始から令和元

年８月３１日まで（※第 1 期及び第 2 期の令和元年 8 月まで）のデータに基づ

き検証した中間結果である。 
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２ 実験内容とデマンド交通（くきまる）との比較 

項目 
デマンドタクシー 

デマンド交通（くきまる） 
当初（第 1期） 継続（第 2期） 

期間 
H30.1.15～

H31.1.31 

H31.2.1～

R2.3.31 
H25.10～ 

運行エリア 
久喜地区内 

※久喜地区内のみの運行 

菖蒲地区と栗橋・鷲宮地区 

※各地区内のみの運行 

運行方法 単独乗車方式 乗合乗車方式 

運行車両及

び台数 
５台（５社×１台） 

４台（各地区２台） 

※ワゴン１台、セダン１台ずつ 

運行日及び

時間 

月曜日～土曜日 

８時～１７時 

※日曜・祝日、年

末年始運休 

左記に同じ 

９時～１７時 

左記に同じ 

月曜日～土曜日 

７時～１７時 

１時間に１便 

１日１台あたり１０回運行 

※日曜・祝日、年末年始運休 

利用対象者 

市内に住民登録のある次の方 

高齢者（７５歳以上）、該当する等級の

身体障害者手帳などをお持ちの方、要介

護・要支援認定者、難病認定者 

市内在住・在勤・在学者 

利用料金 
タクシー料金の半額 

※市負担額の上限は 1,500 円 

1 回乗車ごとに 300 円（菖蒲地

区での利用で新久喜総合病院での

乗降の場合は、600 円） 

割引制度 
なし（障がい者割引や福祉タクシー利用

券との併用可能） 

①80 歳以上の方 : 150 円 

②障がい者等 ： 150 円 

③子供（小学生未満）：無料 

利用者登録 
利用希望者が申請し、市が受理して、市

が利用登録証を発行・発送 

利用希望者が利用登録申請書を提

出し、市が受理して、予約センタ

ーから登録完了の通知を発送 

予約受付 

利用日の３運行日

前から乗車 30 分

前までに事前に電

話申込が必要 

利用する直前に電

話申込が必要（事

前の日時指定予約

は廃止） 

電話またはＦＡＸによる事前予約

制（1週間前から乗りたい便の

30 分前まで） 

乗降ポイン

ト 
なし 

医療機関や大型商業施設など４５

５箇所（R1.8.23 現在） 

対象車両の

固定（表示

の有無） 

対象車両を固定

（表示ステッカー

を使用） 

対象車両を固定しな

い（表示ステッカー

は使用しない） 

対象車両を固定 

ワゴン車両：専用の塗装 

セダン車両：ステッカーを使用 
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３ 実験結果（詳細は別紙のとおり） 

（１） 久喜市デマンドタクシー実証実験の利用状況（参考資料１） 

Ⅰ 累計集計（平成 29 年 11 月～令和元年８月） 

  ※ 運行は平成 30年 1 月からですが、平成 29 年 11月から利用者登録を 

実施していたため、平成 29 年 11月からの累積集計となっています。 

 
１ 男女別登録者数、利用者数 

  ※ｐ14参照 

登録者 ： 女性が６割以上 

利用者 ： 女性が７割以上 

 
２ 地区別登録者数、利用者数 

  ※ｐ14参照 

登録者 ： 久喜地区が８割以上 

利用者 ： 久喜地区が 9 割以上 

 
３ 年代別登録者数、利用者数 

※ｐ14参照 

登録者 ： 80～89 歳が５割以上 

利用者 ： 80～89 歳が６割以上 

 
４ 利用回数別利用者数 

  ※ｐ14参照 

 1 回または 2 回の利用者が全体の４割 

 10 回以上の利用者は３割弱 

 
５ 目的地種別順位 

  ※ｐ1５参照 

1 位 医療機関 

２位 字（自宅へ帰る場合など） 

３位 大規模店舗等 

 
６ 目的地 上位箇所 

  ※ｐ1５参照 

１位 蓮江病院 

２位 新久喜総合病院 

３位 久喜メディカルクリニック 

Ⅱ 年度集計（平成 30 年４月～平成３１年３月） 

  ※ １年単位の集計が、利用状況について分かりやすい場合もあるため、参考に 

集計しました。 

 １ 男女別利用者数 ※ｐ1参照 女性が 7 割以上 

 ２ 地区別利用者数 ※ｐ3参照 久喜地区が９割以上 

 
３ 地区別利用者数（１日あたり） 

  ※ｐ6参照 
平均１５．９人 

 ４ 年代別利用者数 ※ｐ8参照 80～89 歳が 6 割以上 

 ５ 時間帯別利用者数 ※ｐ9参照 9 時～11 時台で全体の 4 割以上 

 
６ 予約が取れなかった件数 

  ※ｐ10 参照 
14 件（平成 31 年 2 月からは予約廃止） 

 
７ 曜日別利用者数 

  ※ｐ11 参照 

土曜日が最も少ない 

その他の曜日は同じくらいの割合 

 
８ 割引運賃、車椅子使用者の 

利用者数 ※ｐ12参照 

割引運賃 274 件 

車椅子   2 件 

 ９ 運賃別利用者数 ※ｐ13 参照 730 円-1,490 円の料金帯が 8 割以上 
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（２） アンケート結果（詳細は別紙のとおり） 

ア アンケート調査（平成３０年１０月） 

Ⅰ 調査の概要 

 市民調査 事業者調査 

調査対象者 

デマンドタクシ

ー利用登録者の

うち実際に利用

している方 

 

３００人 

デマンドタクシ

ー利用登録者の

うち利用したこ

とがない方 

 

３００人 

久喜地区在住の

７５歳以上かつ

デマンドタクシ

ー利用登録をし

ていない方 

３００人 

デマンドタクシ

ー運行事業者 

 

 

 

５社 

抽出方法 登録順を基本 無作為抽出 全対象者 

調査方法 
郵送配布 

郵送回収 

事業所持参 

直接回収 

調査時期 平成３０年８月１６日から８月３１日まで 

Ⅱ 回収結果 

 市民調査 
事業者調査 

利用者 未利用者 未登録者 合 計 

配布数（件） ３００ ３００ ３００ ９００ ５ 

回収数（件） ２０５ １８５ １４１ ５３１ ５ 

回収率（％） ６８.３ ６１.７ ４７.０ ５９.０ １００ 

イ 追跡アンケート調査（令和元年 7 月） 

  Ⅰ 調査の概要 

  事業者調査 

調査対象者 デマンドタクシー運行事業者全５社 

調査方法 事前にアンケート用紙を郵送し、直接回収 

調査時期 令和元年６月２４日～７月５日 

  Ⅱ 回収結果 

配付件数（件） 回収数（件） 回収率（％） 

5 5 100 
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４ 評価・検討課題 

（１）デマンド交通（くきまる）との比較 

項目 デマンドタクシー デマンド交通（くきまる） 

①車両数 ５台＝５社×１台 
菖蒲地区    ２台 

栗橋・鷲宮地区 ２台 

②登録者数 

（平成３１年４月１日時点） 

２,００７人 

うち久喜地区 1,676人 

７,１７９人 

うち菖蒲地区 1,173人 

うち栗橋・鷲宮地区 5,874 人 

③地区住民数 

（平成３１年４月１日時点） 
久喜地区６７,９７２人 

菖蒲地区１９,４６３人 

栗橋・鷲宮地区 ６５,９７２人 

④ ②登録者数／③

地区住民数 
久喜地区 2.47％ 

菖蒲地区 6.02％ 

栗橋・鷲宮地区 8.90％ 

⑤利用者数 

（平成 30 年度） 
４,５９６人 

２１,９１８人 

菖蒲地区 6,755 人 

栗橋・鷲宮地区 15,163 人 

⑥ ④利用者数／①

車両数 
919.2 人 

菖蒲地区    3,377.5 人 

栗橋・鷲宮地区 7,581.5 人 

⑦最も多い移動距離 

（平成 30 年度） 

1.7 ㎞～3.4㎞（42.2％） 

※利用料金から距離を換算 

菖蒲地区 1～2㎞（27.1％） 

栗橋・鷲宮地区 

 1～2㎞（26.5％） 

⑧最も利用の多い時

間帯（平成 30 年度） 
10 時台（14.1％） 10 時台（15.6％） 

⑨男女比 

（平成 30 年度） 
男性 27.3％：女性 72.7％ 男性 23.2％：女性 76.8％ 

⑩利用者年齢割合 

（平成 30 年度） 

75 歳未満 9.9％ ～6９歳 21.8％ 

75～79 21.1％ 70～79 33.0％ 

80～89 64.2％ 80～89 41.8％ 

90～99 4.8％ 90～99 3.4％ 

100 歳～ 0.1％ 100 歳～ 0.0％ 

⑪目的地種別割合 

（平成 30 年度） 

医療機関 56.8％ 
菖蒲地区 

大規模店舗等 34.7％ 

字 19.0％ 
医療機関 32.6％ 

介護・高齢者福祉施設 7.4％ 



8 

 

※⑪の続き 
大規模店舗等 6.5％ 

栗橋鷲宮地区 

医療機関 48.9％ 

  
鉄道駅 10.7％ 

大規模店舗等 10.0％ 

⑫市負担額（平成 30年度） ２,６３５,８７０円 ４０,３７８,３５０円 

⑬一人あたり経費 

（平成 30 年度） 
５７４円 １，８４２円 

⑭経費の特徴 

利用者数に左右されるため、

経費が変動する 

予算積算が難しい 

専用車両とするため、経費が

固定される 

予算積算が容易 

⑮利用者満足度 

（アンケート結果） 
39.1％（80/205 人） 68.9％（220/319 人） 

⑯一日当たりの利用

者数 

14.5 人（H30.4～H31.1） 
75.9 人（H30年度） 

23.3 人（H31.2～H31.4） 

 

（２）評価 

 観点 主体 内  容 

１ ニーズ 

市民 デマンド交通を望む声がある（アンケート結果から） 

市 公共交通を充実させたい 

タクシー事業者 新たな需要の創出と休車の有効活用を促す可能性がある 

バス事業者 バス停までの移動手段、集客方法を充実させたい 

２ 
持続 

可能性 

市民 実証実験での利用者数は、増加傾向にある 

市 デマンド交通（くきまる）よりも、経費が安価である 

タクシー事業者 デマンドタクシーへの参入意向（継続及び新規）がある 

３ 効 果 

市民 

交通手段が増える 

交通費の節約になる 

目的地まで乗り換えや歩く必要がない 

市 既存の公共交通を補完できる 

タクシー事業者 売上に貢献できる 

バス事業者 外出する市民が増えれば、相乗効果で路線バスの利用者数が増加する可能性がある 
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（３）課題 

主 体 内  容 

利用者 

・ 専用電話へかけるが、つながりにくい 

・ 電話がつながっても既に利用されている場合があり、結局利用でき

ない 

・ 電話がつながらない場合、他社に電話するのが大変（最大５社） 

・ 久喜地区のみの運行のため使い勝手が悪い 

タクシー事業者 

・ 受付業務が負担（高齢者が相手のため時間がかかる） 

・ システム入力が負担（順風路のシステムと自社システムへの入力が

必要であるため手間がかかる） 

・ 清算が負担（タクシー料金の半額を計算する必要がある） 

バス事業者 ・ 既存のバス路線と重複する可能性がある 

市 

・ サービスレベルと予算とのバランス 

・ サービスレベルと民間事業者との共存 

・ 利用対象者の設定 

 

５ まとめ 

実験期間中に、運行内容の一部を見直したことによって、タクシー事業者から

は「ルール改定により使い易くなり、問題点等も現時点では特に思い当たらない

（※1）」などの意見があった。 

見直しの前後の利用者数を比較すると、見直し後の利用者数が約 160.7％ 

（※2）となったことにより、「運行」の内容を調整することで、改善が図れる

ことが、実験を通して実証できた。 

 「市民」、「市」、「タクシー事業者」、「バス事業者」それぞれの視点から、「ニ

ーズ」、「持続可能性」、「効果」の３つの観点でデマンドタクシーへの評価を行っ

たところ、それぞれに有効性が確認できた。 

以上のことから、デマンドタクシー制度は有効であるものと、現時点では評価

するものである。 

※1 タクシー事業者追跡アンケート調査結果報告書 Ｐ7 問 2-5 

※2 久喜市デマンドタクシー実証実験の中間報告書（案） Ｐ8（１）⑯ 


